
【高畠町】の部活動改革の取組み
自治体の現状と課題 地域展開関連の取組・成果

地域クラブ活動等の概要

中学校数 １校 全生徒数 ５８１人

域内の

部活動数
２１部

実施した

地域クラブ数
約１４クラブ

全体の

指導者数
約３０人

全体の

運営スタッフ数
約５ 人

主な

運営団体
高畠町地域クラブ事務局(教育総務課・社会教育課)

主な種目
軟式野球、ソフトボール、ソフトテニス、サッカー、バレーボール、

バドミントン、卓球、剣道、バスケットボール、吹奏楽など

平均的な

活動回数
４～５回/月

年間平均

参加生徒実数

３年：約150人

２年：約150人

１年：約150人

参加会費
０円/年(令和7年

度)
主な活動場所 高畠中学校

運営体制図・ロードマップ

・町の総人口は約21000人で、年々減少傾向にある。町内に４校あった中学校は平成

２８年度に統合し高畠中学校として開校。生徒数は600人弱の大規模校であるが、

年々減少傾向にある。

・令和5年度に地域クラブ活動検討委員会を設置し、令和８年度は「原則休日の部活

動は行わない」ことを目標と定め、今年度を移行期間ととらえ、準備が整った種目から、

休日は高畠町地域クラブ「T₋S.P.E.C」としての活動を行っている。

・課題としては、「継続した指導者の確保が難しいこと」・「今後の運営母体をどうしていく

か」・「中学校の部活動種類が多岐にわたること」・「受益者負担額の設定」・「中学校

部活動との連携」などが挙げられる。

・地域に運営母体となる総合型スポーツクラブ等がないため、地域クラブ事務局(町教育

委員会)が全体を取りまとめ、平日の部活動保護者会で、休日のクラブ運営を担うな

ど、学校・保護者・町で連携して取り組んでいる。

・部活動顧問・地域クラブ指導者・地域クラブ代表(保護者代表)で「活動方針計画

書」を作成し、平日の部活動と休日の地域クラブの活動方針を共有している。

・クラブ指導者はクラブ(保護者会)が推薦し、事務局と学校が委嘱する形を取り、保

護者が望んだ指導者が指導できる体制をとっている。

・平日の学校部活動と連携していることで、中学校施設やスクールバスを部活動同様

の形で利用できるようにしている。(中学校社会解放施設はスマートロック対応)



【高畠町】の部活動改革の取組み
活 動 の 様 子

部活動保護者会長・外部コーチへの説明会(R７.5月) 高畠中生への説明会(R７.6月) クラブ指導者委嘱式(R７.9月)

高畠町地域クラブ活動検討委員会(R６.9月) 地域クラブ指導者研修会(R６.11月) 地域クラブ指導者研修会
兼トレーニング講習会(R７.1月)


